











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































Ｉ cが＝Ｏｃが＝ｑ－２ＺＺ=,７－ﾉｾｶﾞ Ｗ,ハノキノ (7)
となり，その結果，式(6)は
Ｍ〃Ｚｃガハゴコ,j≦刀
となる。ただし，条件は式(2)(3)(4)(5)である。この式から，この問題はＣＰＰと等価である
といえる。そこで，式(7)に特性ベクトルを代入することでコストが求められる。
また，ＵＮＯｌとＵＮＯ２の問題も同様のため省略する。
５．２パラメータの設定
ＧＡのパラメータ設定は次のように設定する。
個体数：１０
交叉確率：１．０
突然変異率：００５
打ち切り世代数はWildcats，ＵＮＯｌは1000,ＵＮＯ２は4000とする。ＨＣでは局所解が
算出されるまで計算を行った｡ＳＨＣＬ２での打ち切り世代数はWildcats,ＵＮＯ１で１０００，
ＵＮＯ２で150とした。また，確率はWildcats，ＵＮＯ１を0005,ＵＮＯ２を0.001として計
算を行った。
それぞれのアルゴリズムについて10回の試行を行い，平均世代数，適応度(最良，最悪，
平均),平均計算時間,平均クリーク数を計算した｡本実験ではIntel社のＭＭＸ搭載Pentium
200ＭＨｚを使用して計算を実行した。
５．３実験結果
本研究では，ＧＡと各種の近似解法を用いてその性能を比較した。各表からわかるよう
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に，頂点数が小さな場合にはＬＳによっても比較的良好な解が得られている。しかし，頂
点数が増えるごとに計算時間が増大し，また，適応度も悪くなる。これに対してＧＡでは
安定して良い適応度を得ることができ，組み合わせ爆発を起こす大きな問題に対して比較
的高速に良好な解が得られていることがわかる。ただし，最も高い適応度を与える分割を
求めるために，良い適応度はクリーク分割数を小さくするとは限らない。
参考文献
１）Ｄ,Snyers,“Cliquepartitioningproblrmgeneticalgorithms",Artificialneuralnetsandgenetic
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calProgramming45pp､59-96,1989.
表４Wildcatsにおける算出結果
LＳＳＨＣ１ＳＨＣ２ＧＡ
平均算出世代
最良適応度
平均適応度
最悪適応度
平均計算時間(s）
平均クリーク数
６．５
－２７８４
－２４０．６
－１９０４
０．４７２
１３．９
１４８．５
－２８４４
－２６３４．４
－２３９６
4.042
７．２
５１１．５
－２９３６
－２９１８．８
－２９０８
１６．２４２
８．３
７８．８
－３０２８
－３０２８
－３０２８
１．３００
４
表５ＵＮＯｌにおける算出結果
LＳＳＨＣ１ＳＨＣ２ＧＡ
平均算出世代
最良適応度
平均適応度
最悪適応度
平均計算時間(s）
平均クリーク数
１．９
－３４０
－２４６．４
－２１０
０．８９０
２８．５
４２４．３
－７０２
－３６０．２
－２５８
６５．１０９
１４．７
４２３．９
－７０４
－６２０．８
－５６６
８７．８７８
９．６
４６８．６
－１７１６
－１６４１．６
－１５３０
３３．８１６
６．４
表６ＵＮＯ２における算出結果
LＳＳＨＣ１ＳＨＣ２ＧＡ
平均算出世代
最良適応度
平均適応度
最悪適応度
平均計算時間(s）
平均クリーク数
１．８
－５８８
－４３４．０
－１３８
５８．９５６
７８．１
３２．６
－５８０
－４５９．０
－１３６
５２７．４２８
６６．９
４３．５
－５８８
－４５２．９
－１１０
１３１４．３１９
６１．０
2802.2
-24868
-24868
-24868
432.４１４
６
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CliquePartitioningProbem（CPP）isclassifiedasNP-hardoptimizationprobrem・
Cliquepartitioningprobremisoneofconvinationaloptimizationprobremofgraph
Therefore，cliquepartitioningprobremisconsideredtobeNP-hardoptimization
probremThiscliquepartitioningprobremhasbeenusedinwiderangeofapplication
fromVLSIcircuitdesigntomappingparallelprogramsonparallelarchitectures
Recently,GeneticAlgorithms(ＧＡ)hasbeenfocussedattentiontobestrongalgorith
mwhichcansolveaconvinationaloptimizationprobremi、viewpointofpractical
application
Inthispaperwerepresenttheefficientryofgeneticalgorithmsforsolvingtheclique
partitioningprobrem．
